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巻頭言 

どうする航空宇宙会 
航空宇宙会副会長 石井 泉（昭和 55/3. 航空工学専修） 

 
航空学科創設 100 周年を祝った 2020 年から航空宇宙

会副会長を勤めております昭和 55 年 3 月航空工学専修

卒業、57 年 3 月修士課程修了の石井泉と申します。学

生時代は、流体力学の故高野暉先生の研究室に所属し、

当時助教授でいらっしゃった久保田弘敏先生に修士課

程までご指導頂きました。大学を出て以来 40 年近く航

空機製造メーカの防衛部門に所属しておりましたが、

全く母校との接触なく過ごして参りました。勤務先リ

タイア後、元上司で前任副会長から引き継ぎのお話を

いただき、この機会に長年の母校への不義理を償おう

と考え着任致しました。今般「航空宇宙会だよりの巻頭

言を担当せよ」との会長からのご指示を受けて、3 年前

の着任後から役員会、総会等を通じて学科の様子や同

窓生からの航空宇宙業界にまつわるいろいろなお話し

を伺う中で感じてきたところを述べたいと思います。  
巻頭言を書くにあたり、二宮忠八（1866-1936）につ

いての伝記小説（虹の翼 吉村昭著 昭和 55 文藝春秋

刊）を 10 年振りに読みなおしました。二宮忠八は、ラ

イト兄弟が世界初の飛行機を飛ばす 1903 年から遡るこ

と 12 年の 1891 年（明治 24 年）に模型ではあるものの

プロペラ式飛行器（本人は機ではなく器を用いた）飛ば

し、自宅を改造して航空機事故犠牲者を弔うため「飛行

神社」を設立した人物です。私は現役時代、防衛省向け

航空機を担当していたことがあり、年間 150 回以上の

社内飛行試験を実施する責任者として航空機事故リス

クにさらされている頃、毎年正月に飛行安全祈願に出

向いていました。飛行神社でこの本を見つけ「へぇ、ラ

イト兄弟より早くこんなことを考えていた日本人がい

たのか！」と感心したことを覚えています。残念ながら

陸軍に認められず飛行機は実現しませんでしたが、当

時の陸軍に将来性を見抜く慧眼があればその後の世界

航空業界での我が国の立場も違ったかもと残念に思い

ます。 
さて、我が航空学科の創設はそれから 20 余年後のこ

とですが、昔の会員名簿で初期の卒業生を見ると航研

機の木村秀政氏(S2)、飛燕の土井武雄氏(S2)、零戦の堀

越二郎氏(S2)、紫電改の菊原静雄氏(S5)など錚々たる大

先輩諸氏のお名前があります。堀越二郎氏がお亡くな

りになった時私はちょうど修士 2 年生で、学科の掲示

板にご逝去お知らせの張り紙があったのを覚えていま

す。これらの大先輩方はその後「5 人のサムライ」と呼

ばれた伝説の航空機設計者グループとして日本初の民

間航空機 YS-11 の開発を主導されたことはご承知の通

りです。実戦に使われた航

空機開発を数多く経験され

た方々の実力は本物で、戦

後しばらく閉ざされていた

航空機開発を見事に復活さ

せた大先輩方の活躍に我が

航空学科黎明期の輝かしい

歴史を感じます。 
一方、その後の我が国に

おける航空機開発の歴史は

欧米に大きく引き離され

「輝かしい」とは言いにく

い状況です。我が国におい

て航空機開発の仕事は、数十年に一度のチャンスしか

なく、下手をすれば会社に入っても一度も開発に携わ

らず退社していくエンジニアもいます。私は「エンジニ

アはマグロと一緒」と考えて来ました。聞くところによ

るとマグロは泳ぐのをやめると窒息してしまうので、

いっときも休まず寝ている時も泳ぎ続けているそうで

す。エンジニアも同様で、常に開発を続けることがエン

ジニア生命の維持には重要で、長らく遠ざかるとエン

ジニアとしては死んでしまうと思って来ました。最近

の民間航空機開発断念も、経験不足が原因であること

は否めません。YS-11 の時のように「5 人のサムライ」

のようなピチピチした航空学科マグロ大先輩方がいら

っしゃったらもしかしたら違った展開だったかもしれ

ません。 
聞けば、我が航空学科の人気は依然として高く優秀

な学生が集まっているとのこと。また、100 周年記念事

業として我々の時代にはなかった留学支援制度ができ、

在校生が海外の大学と積極的に交流をする機会も得ら

れていると知り頼もしく思いました。航空宇宙会を通

じてこうした母校の様子に触れるたびに、「実践準備十

分な学生達が社会に巣立っていった時、果たして我々

OB は十分な活躍の場を提供できているだろうか？」と

感じて来ました。答えは明白で到底十分とは言えませ

ん。しかしながら、幸い航空宇宙会には産官学のさまざ

まなところで活躍している現役の OB がたくさんいら

っしゃいます。リタイアし、しがらみのなくなった今こ

そ、OB 会副会長として現役 OB の皆様と連携し、後輩

達のために魅力的な活躍の場を数多く提供できるよう、

お手伝いをしていきたいと思います。 

航空宇宙会だより 

発行：航空宇宙会 
東京大学工学部航空宇宙工学科内 
〒113-8656 東京都文京区本郷 7－3－1 
TEL：03-5841-6610 
FAX：03-5841-8560 
E-mail：kokukai@office-aero.t.u-tokyo.ac.jp 
http://www.aerospace.t.u-tokyo.ac.jp/alumni/ 
2024 年 4 月 1 日 
 



 
報告 

航空宇宙工学専攻・学科の近況 
令和 5 年度専攻長・学科長 寺本 進（平成 4/3. 原動機学専修） 

 
航空宇宙工学専攻・学科の令和5年度の状況をご報

告します。 
ここ数年影を落としていたコロナ禍ですが、昨年5

月の5類移行で殆ど意識せずに済むようになりました。

各種規制や報告も全て撤廃され、講義はもちろん、五

月祭や3年生の見学旅行などの課外活動も対面で通常

開催されています。一時「懇親会という文化自体が消

えるのでは」と懸念した研究室内の懇親会も、最近は

コロナ前同様すっかり手慣れた様子で開催されてい

ます。会議は専攻内も工学系もオンラインが中心です

が、大事な議題は対面が普通になり、オンライン普通

の会議でも数回に一度は対面にするなど、両者をうま

く使い分けるようになっています。 
学生の海外活動も活発になり、航空宇宙会の会員の

皆様のご寄付で創設頂いた航空宇宙研究支援基金に

よる海外武者修行の援助や、工学系や学外機関のプロ

グラムもあり、学生が短期長期の留学に積極的に行く

ようになっています。学生から海外留学の希望があっ

たとき「支援は色々あるから、積極的に行ってきて下

さい」と背中を押せる環境を作っていただいた航空宇

宙会会員の皆様には、改めてお礼申し上げます。 
学生については、興味の多様化が進んでおり、その

中で総合工学としての航空宇宙工学の魅力をより広

いアピールする必要性を感じています。そのために、

2013年以来11年ぶりに専攻ホームページを一新する

ことになりました。写真を多用したわかりやすいペー

ジになる予定ですので、ご期待下さい。また、多様な

学生を募集するために、大学院入試の在り方について

も議論を進めています。 
本郷キャンパス関係では、電気料金の高騰に伴い本

年度から電気料金の受益者負担が始まりました。幸い

航空宇宙工学専攻は比較的電力使用量が少ないので

実質的負担は小さいですが、今後の電気料金の推移は

注意する必要があります。キャンパス全体の省電力化

の一環として7号館全体の照明をLED化しているので、

この効果も見ているところです。この他、学科の実験

設備の一部について法的不備を指摘され再整備の検

討している他、7号館8号館付近の再開発という話も見

え隠れしています。教員の異動や社会連携講座もあっ

て専攻の活動が活発になるにつれ、スペースの手狭感

は相変わらず強く、スペース関係は引き続き課題とな

ります。 
専攻・学科の教職員については、昨年3月に渡辺紀

徳教授、藤本浩司教授が定年退職され、4月1日付けで

今村太郎先生教授昇任されています。また4月1日に山

下礼先生が本部からポストおよび研究費の配分を受

けた卓越研究員の准教授、7月1日には武石直也先生が

講師、11月1日付けで宮下直己先生が特任准教授にそ

れぞれ着任されています。また、4月1日に伊藤恵理先

生が先端研に移籍され、入れ替わりで西成活裕先生、

柳澤大地先生が工学系に戻られています。この他昨年

4月1日付けで玉置義治氏、8月1日付けで谷田桜子氏が

助教に着任され、さらに今年4月1日付けの人事として、

新任准教授、新任講師も各1名ずつ着任する予定で、

教員の若返りが進みつつありますが、専攻の発展、活

性化のために、准教授・講師・助教の採用を引き続き

積極的にすすめていく必要があります。 
企業様との連携では、IHIによる社会連携講座「将

来航空推進システム技術創成」、IHIエアロスペースに

よる寄付講座「航空宇宙革新構造設計」、JAXAによる

国立研究開発法人連携講座「フロンティア宇宙工学研

究拠点」が継続している他、古河電工による社会連携

講座「小型・超小型衛星におけるビジネスエコシステ

ムの創成」が今年度から始まっています。それぞれの

講座に若手准教授・助教・研究員がついて活発に活動

しており、学生教育にも良い相乗効果を生んでいます。

工学系全体としても、企業との連携強化を模索してお

りますので、興味のある方はご一報いただけますと幸

いです。 
学生の就職活動につきましては、全般的には順調で

すが、マッチング面接や学生の興味の多様化に伴って、

学校推薦の比重が徐々に低下しているように感じま

す。学科としては、学科OBとの結びつきは重要であ

ると考えており、航空宇宙会にご協力を頂いての

OBOGと学生の交流会を実施しています。 
学科・専攻といたしましては、引き続きさらなる発

展を目指して努力していく所存ですので、ご支援を宜

しくお願い申し上げます。 
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報告 

令和 5 年度航空宇宙会総会、講演会報告 
 

小紫公也（昭和 62/3. 宇宙工学専修） 
 
令和 5 年度航空宇宙会総会および講演会は、令和 5

年 6 月 24 日（土）に、東京大学武田先端知ビルの武

田ホールを会場とし、対面形式にて開催されました。

真夏を思わせる酷暑の中、約 60 名の方にご来場いた

だき、午後 2時から講演会、4 時から総会を実施しま

した。 

今年は、（株）本田技術研究所フェローの川辺俊様

に「次世代空のモビリティの動向と実現に向けた課題」

という演題でご講演いただきました。川辺様は昭和

60 年に航空学専修コース（相原研）卒、62 年修士（辛

島研）修了の後、本田技術研究所に入社され、HondaJet

のプロト機開発/初飛行/テスト飛行に携わられまし

た。次いで四輪開発センターにて F1/Super GT車体開

発や量産車開発に従事された後、デジタル開発室にて

MBSE、CAE 戦略等の開発プロセス改革推進を進められ、

令和元年から新モビリティドメインで eVTOL および

宇宙ロケットの開発を統括しておられます。 

講演の最初に、主題である少人数の定員で日常的に

空中を移動可能な乗り物が「空飛ぶクルマ」と呼ばれ

ていることについて、陸上を自走する車の上に翼がつ

いた旧来のイメージを彷彿させて適切ではなく、

Honda では世界で一般的に用いられる呼称「Advanced 

Air Mobility （AAM）」を使うようにしていると述べ

られました。また世界での AAM 開発ランキングが示さ

れ、Honda さんや SkyDrive さんは 20位台半ばに位置

しているとのことで、国際的な競争の激しさがうかが

われました。 

Honda では AAM をクルマ・バイクと航空機をつなぐ

巡航速度 200 km/h、航続距離 400 kmの乗り物と位置

付け、それらを組み合わせたサービスによって移動時

間を大幅に短縮し、快適に移動できる未来像を描いて

おり、そこには予約システムやインフラ、運航・管制

システム等さまざまな要素を統合し、地上と空のモビ

リティをシームレスに連携させた最短ルートの提案

を可能にするなど、システムを一括して提供する「モ

ビリティーエコシステム」が紹介されました。 

技術的なチャレンジとしては「カーボンニュートラ

ルと安全性」が掲げられ、取り組みが紹介されました。

まず、航続距離 400 km を実現するには今のところガ

スタービンとバッテリのハイブリッドが最適であり、

SAF と自然エネルギー利用によるカーボンニュート

ラル達成について期待が述べられました。安全性に関

しては、既存の VTOL で使われているティルトロータ

ーは燃費の面で有利な反面、故障時に他の機能で補う

ことが難しくなるため、垂直離着陸用に 8 つのロータ

ー、推進用に 2 つのローターを備える独自の機体構造

を提案し、機能分散によって高冗長性を確保し、旅客

機と同等の安全性の実現を目指すとのことでした。 

今後は、米国連邦航空局（FAA）認定を取得して事

業展開に移行することを目指しており、機体の安全設

計の段階から FAA と協議を重ねていて、HondaJet に

おいて航空機の機体とエンジンの両方で FAA 認定を

取得したノウハウを活かしつつスムーズな認可につ

なげたいとの自信が示されました。 

総会では、森下悦生会長（昭和 47）にご挨拶をいた

だいた後、寺本進専攻長（平成 4）から専攻の近況報

告があり、航空学科創設 100 周年事業報告を久保田弘

敏実行委員長（昭和 40）から戴き、続けて航空宇宙会

会計報告、ソラびと基金報告、OBOG と現役学生の交流

会報告、航空宇宙会役員紹介を事務局から行いました。

途中、ソラびと基金でドイツ・ミュンヘン工科大学お

よびフランス・グルノーブル工科大学に短期留学を行

った岡本すず菜さん（修士 2 年）より、渡航報告がな

されました。最後に石井泉副会長（昭和 55）からご挨

拶があり閉会となりました。 

今年はコロナ禍を経て 4 年ぶりに懇親会を開催し、

40 名を超える参加者で再会を喜び、久しぶりの歓談

を楽しみました。現役教員の参加が少ないのは残念で

したが、来年も会員の皆様の貴重な対面交流の場とし

て開催できますことを楽しみにしております。
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報告 

航空機の脱炭素化に向けた 

新技術の官民協議会の活動について 
千葉英樹（平成 5/3. 原動機学専修） 

 長島研究室で修士までお世話になり、現在は国土交

通省に勤務しております。この度、寄稿の機会を頂戴

し、最近の施策について紹介させていただきます。 
航空機の脱炭素化に向けては、国際的な脱炭素社会

の潮流の中で、我が国でも 2050 年のカーボンニュー

トラル実現を念頭に、電動化や水素航空機の実現など、

温室効果ガス排出削減のための革新的な技術の導入

に向けた取組が進められています。こうした新技術を

社会実装し、航空機の脱炭素化を進め、日本の航空機

産業の競争力強化に繋げていくためには、技術開発を

推進するとともに、産官学が連携し、安全基準の策定

や国際標準化に向けた取組を進めることが重要です。 
このため、国土交通省と経済産業省は 2022 年に合

同で、「航空機の脱炭素化に向けた新技術官民協議会」

（協議会）を設置し、李家先生に座長をお願いして、

新たな技術の導入に向けた安全基準の策定や国際標

準化において、日本企業が技術に応じて主導的な役割

を果たすための戦略的な取組の検討を進め、航空機の

脱炭素化に向けて日本企業が持つ優れた技術の社会

実装及び産業競争力の強化に向けた取組を推進して

いくこととしました。 
協議会においては新技術に関する課題や技術開発

動向の共有、技術実証等を行いやすい環境/仕組みの

整備に関する事項を取り扱っています。また航空機の

電動化、水素航空機、軽量化・効率化の 3 つの新技術

については、それぞれ電動化 WG、水素 WG、軽量化・

効率化 WG を設置し、対象技術毎の分析・評価、アプ

ローチの検討等を行っています。 
協議会においてはその設立後から 2022 年度末にか

けて、新技術の国際標準化等に係る課題とその解決策

を、電動化分野、水素分野、軽量化・効率化分野毎に

議論するとともに、それぞれの各技術分野に共通する

課題・解決策についても議論してきました。共通課題

については、①戦略的に我が国がリードして国際標準

及び安全基準を策定していくためのプレーヤーが連

携する場、②戦略的な国際標準化に係る国の積極的な

関与、③戦略的な国際標準化、認証取得を進めていく

ための環境/仕組み整備が必要であることが主な課題

として挙げられています。 
課題①に対しては、オールジャパンで国際標準化活

動等に係るノウハウや情報を共有し、戦略的な国際標

準化及び安全基準案を連携して策定する場として、新

たに産官学からなる国内協議団体を 2025 年度末まで

に設立することとしました。課題②については、国内

協議団体に経済産業省、国土交通省も積極的に関与し、

国も含めた産官学が連携して国際標準化団体へ参画

するとともに、外国航空当局間とも積極的に連携する

こととしました。課題③については、今後の航空機産

業戦略の策定に係る議論を踏まえつつ、開発用試験設

備、実験機について整備の優先順位等に係る検討をし

ていくとともに、実証機開発等による技術実証を支援

していくこととしました。これらを踏まえ、戦略的な

安全基準・国際標準を策定するためのロードマップを

2023 年 3 月に策定しました。（こちらでご覧頂けます：

https://www.mlit.go.jp/koku/content/001595169.pdf）（右

下はこの URL の QR コード） 
電動化 WG では、課題として

適用されるシステムが幅広く、

システム構成も複雑であるた

め、対応する国際標準化団体に

おけるコミッティ数等が多く、

把握すべき議論の範囲が広すぎ

て個社のみでは対応に限界があることが挙げられま

した。このような課題に対して、先行した知見を有す

る他業界やアカデミアとの連携を図り、各技術に応じ

たコミッティに参画し知見を深め我が国の強みとし

て標準化に資するデータを取得することなどを提案

すること等を盛り込んだロードマップを策定しまし

た。 
水素 WG では、課題として、新たな耐空性基準等の

検討や技術開発に必要な試験設備の導入が必要であ

ること、各分野共通の課題に対しても水素航空機の導

入という側面から検討を行い、国際標準化に向けて必

要となる体制・機能の整備を行うこと及び国際標準化

及び認証取得を進めていくための環境整備への取組

を進めること等を盛り込んだロードマップを策定し

ました。 
軽量化･効率化 WG では、課題として、航空機、エ

ンジンメーカー（OEM）が排他的に仕様を定めている

ところに自社技術を入れ込めるか、OEM のプログラ

ム開始前に米国等で材料認証を受けることができる

必要があることが挙げられました。このような課題に

対して、複合材を対象とする国際標準化団体である

CMH-17 の活動に参画し、標準化活動に取り組むこと

や、米国の認証基準の一つである TSO について材料

も認証の対象とするべく議論へ参画していくこと等

を盛り込んだロードマップを策定しました。 
今後は 2025 年度末までの国内協議団体の設立に向

け、戦略・方針、機能具備、団体の体制を検討し、設

立準備に向けた活動を行う予定です。また、国内協議

団体設立を待つことなく、並行して協議会の場である

電動化 WG、水素 WG、軽量化・効率化 WG を活用し、

知見・経験の共有、国際標準化に係る戦略・方針の検

討、国際標準案、安全基準案の検討、国際標準化団体、

国際的な議論の場への戦略的な参画、標準案の打ち込

み等に取り掛かっていく予定です。 

https://www.mlit.go.jp/koku/content/001595169.pdf
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長期的なテーマの中で、短・中期的な成果も見える

よう、技術開発の御尽力と並行して社会実装/基準・規

格の取り組みについても、皆様とともに引き続き努力

して参ります。 

 
報告 

古河電工との社会連携講座の概要 
中須賀真一（昭和 58/3. 宇宙工学専修） 

2023 年 4 月より、古河電気工業株式会社と「小型・

超小型衛星におけるビジネスエコシステムの創成」と

いう社会連携講座を開設して活動を進めている。当初

の予定は 3 年の期間である。小型・超小型衛星の量産

に向けたシステムの在り方とそれを製造する企業群

の構築と運営に関する研究をすると同時に、このよう

な衛星を開発し、ミッションの実現まで主導できる人

材、それを利用して社会問題解決を行える人材を養成

することを目的とした社会連携講座である。 
背景として、近年の小型・超小型衛星の技術の向上

とビジネスの爆発的な展開を述べておきたい。2003
年に東大・東工大が世界初の 1 ㎏衛星をそれぞれ打ち

上げて以降（東大の衛星はまだ軌道上で生きている）、

100 ㎏以下の超小型衛星の開発が主として大学やベ

ンチャーで活発化し、地球観測、通信、宇宙科学探査

などさまざまな分野での実用が進んできた。一機では

なく多数機でミッションを果たす小型コンステレー

ションなど、宇宙ビジネスが宇宙スタートアップを中

心に世界的に展開、政府も顧客として「サービス調達」

する時代へと宇宙開発利用が大きく変わってきた。日

本でも東大初の複数のベンチャーをはじめいくつか

の企業が 20～30 機のコンステレーション開発を目指

しており、政府の施策でもこの分野に大きな研究開発

費がつき、省庁などの利用面でも拡大しつつある。し

かし大きな課題が、その量産体制の構築とそれに必要

な人材の確保であり、たとえば活発に活動している日

本のベンチャーは、海外人材が社員の 50％を占めて

おり、またいくつかの協力モノづくり企業との連携を

模索している状況にある。 
本社会連携講座では、今後さらに大きくなることが

予想される、これらの小型・超小型衛星の開発・利用

ビジネスに必要となる技術、特に多品種少量生産に適

した衛星アーキテクチャやサプライチェーンマネジ

メントを含めた生産手法の研究を行っている。また、

古河電工の社員や東京大学の学生を中心に、これらの

衛星の開発人材、特にシステムの上流の設計ができる

人材、プロジェクトを回せる人材の育成を目指してい

る。 
東京大学側は小紫教授と中須賀が兼任の特任教授

で研究開発に参加するほか、超小型衛星スタートアッ

プの CTO を長らく務めた宮下氏に特任准教授として

来ていただき、講座の切り盛りをしてもらっている。

まずは、勉強もかねて３U～６U（10 ㎏程度）の超小

型衛星の開発を実際に行い、超小型衛星の新しい作り

方を検討し始めたところである。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 6 

 
報告 

航空宇宙研究教育支援基金 
世界に羽ばたく「ソラびと」を育てよう 

鈴木真二（昭和 52/3. 航空工学専修） 
 
航空宇宙会では、航空学科が 1920 年に東京帝国大

学工科大学（現 東京大学工学部）において創設され

たことを記念し、航空宇宙工学専攻とともに 100 周年

記念事業を実施しました。2020 年（令和 2 年）11 月

7 日に開催しました記念式典は、新型コロナウィルス

感染症の影響でオンライン開催となりましたので、リ

モートで来賓の挨拶、学科の歩み、諸先輩の講演、卒

業生のメッセージなどをご覧いただけたものと思い

ます。振り返ってご覧いただけるように、航空宇宙会

だより第 35 号に紙上掲載されています。 
100 周年記念事業のもう一つの柱は、次の 100 年を

牽引する優秀な学生および若手研究者の海外武者修

行のために、渡航費や滞在費を支援する基金「航空宇

宙研究支援基金」（ソラびと基金）を、東京大学基金

として創設したことです。久保田弘敏先生に実行委員

長に、OB 代表として大宮英明氏（昭和 44 宇卒）に

副実行委員長にご就任いただき、当時の専攻長として

小生が幹事長、また、航空宇宙会幹事および航空宇宙

工学専攻現教員を委員として航空学科創設 100 周年

記念事業実行委員会を組織しました。 
同基金は、東京大学基金の一環であり、30 万円以上

の寄附で、安田講堂への銘板の掲示、500 万円以上の

寄附で、記念プレートの贈呈などの特典があり、ソラ

びと基金としては、累積 3 万円以上の寄附で学科内に

記名パネルの掲示をさせていただいています。詳細は、

東京大学基金 HP をご確認ください（https://utf.u-
tokyo.ac.jp/project/pjt113）（右上はこの URL の QR
コード） 

2020 年当初より募金活動を

開始し、おかげさまをもちまし

てこれまで 231 件、31,596,000 円

の基金を頂いております。HP に

は、寄附者の方々から頂きまし

た篤いメッセージも掲載されて

います。こうした基金は、15％
は東京大学基金となりますが、ソラびと基金として、

航空宇宙工学専攻の選考により、毎年数名に、渡航費

や滞在費として支援を続けてきています。当初は新型

コロナウィルス感染症の影響で海外渡航が困難な時

期もありましたが、有意義に活用いただき、その成果

を、毎年の航空宇宙会総会、航空宇宙会だよりに語っ

て頂いています。 
このようなソラびと基金に、特に 100 万円以上の寄

附をいただいた方々に関して、実行委員会会長および

航空宇宙会会長から航空宇宙会総会において感謝状

を贈ることが、2023 年度の航空宇宙会幹事会で決ま

りました。今後とも、世界に羽ばたく「ソラびと」を

育てるべく、基金へのご協力よろしくお願いいたしま

す。 
また、100 周年記念事業を契機に、現役の学生の皆

さんと、OBOG との交流会が発足しました。学生の皆

さんからは、キャリアを考えるヒントが得られ、

OBOG の皆さんからは、学生さんの率直な声が聞けた

と好評で、毎年開催が続いています。ソラびと基金と

ともに、学科・専攻と卒業生の皆さんの絆を今後とも

築いていければと思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt113
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt113
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報告（航空学科創設 100 周年事業・航空宇宙研究教育支援基金ソラびとプログラム） 

ミュンヘンとグルノーブルへの留学を終えて 
岡本 すず菜（修士課程２年） 

 
航空宇宙研究教育支援基金ソラびとプログラムの

ご支援により、昨年度前期に、ミュンヘン工科大学の

Faculty of Aerospace & Geodesy に交換留学をし、流体

力学やプレゼンテーション、異文化理解などの授業を

履修しました。そして、昨年度後期に、フランスのグ

ルノーブルにある Laboratory of Geophysical and 
Industrial Flows (LEGI) にて研究インターンシップを

行いました。 
留学を決めた理由はたくさんありますが、航空宇宙

工学という分野では今後特に国際協力が重要度を増

していくと考え、海外で働く経験を積んで将来に備え

たいと思ったのが大きな理由です。授業でもインター

ンシップでも、日本と同じところもあれば違うところ

もあり、日本の良さと改善点を客観的な視点で見るこ

とができました。また、労働環境に加え、自分が将来

本当にやりたいことも併せて、自分と向き合って深く

考える時間を過ごすことができました。 
LEGI での研究では、安全な再使用ロケットエンジ

ンの開発を目指し、燃料流体による材料への衝撃つい

て扱いました。ロケットエンジンでは燃料中に気泡が

発生するキャビテーションが生じ、崩壊するときには

衝撃力が生じることが知られています。衝撃が繰り返

されると近傍の材料表面が損傷するため、運用期間が

長い再使用ロケットでは損傷の可能性が高まります。

よって、その予防のために衝撃力を予測する数値計算

手法の構築を目指しました。この手法は、気泡の発生

状態の予測と、そこから生じる衝撃力の予測の２段階

に分けられそれぞれに課題がありました。前者では、

実験で一定になると観測されている気泡の最大発生

範囲が、周期的に変化してしまうことがあり、後者で

は、計算対象とすべき空間の範囲がわかっていません

でした。よって、５ヶ月間の研究を通し、これらの課

題を解決する仮説を立てました。残念ながら他の形状

周りの流れでも仮説を検証する段階まではできませ

んでしたが、長年の課題の解決の糸口を見出すことが

でき嬉しく思います。研究中のコミュニケーションに

おいては、フランス人の指導教員も私も英語が母語で

はないため詳細な意見や質問を正確に伝えるのが難

しかったですが、伝わりやすくする工夫を試行錯誤す

る良い機会となりました。 
空き時間には、支援金のおかげでアルバイトをする

必要がなかったため、他の学生との交流をたくさん行

うことができました。様々な場所の出身の学生と話し、

彼らの私にはない面白い経験や知識を知る中で、自分

ではなく他人の体験から知らなかった世界が広がる

楽しさを味わい、人と知り合って話をするのが大好き

になりました。 
ドイツとフランスという２つの国で過ごし、勉強で

も日常生活でも楽しいこと、大変なことなど本当に

様々な経験をしました。今までの人生で１番充実した

１年間を過ごすことができたと思っています。元々、

ドイツに 1 年間滞在する予定でしたが、フランスでイ

ンターンシップを行いたいという希望を柔軟に受け

入れて応援してくださったソラびとプログラムの皆

様に感謝申し上げます。ドイツとフランスは隣国では

ありますが、文化的にも産業的にも違いは大きく、日

本と海外の共通点・違いにとどまらず、ヨーロッパ内

での共通点・違いについても現地生活を通して身をも

って感じとりました。何となく“海外”と括るのでは

なく、それぞれの場所に特色があり、異なる文化を持

つ人々が異なる生活を送っているのだと学ぶことが

でき、本当に貴重な体験をさせていただいたなと感じ

ています。 
最後になりますが、留学直前から留学中にかけての

急激な円安の進行や戦争による物価高騰などの中で

も、1 年間かけて留学とインターンシップを行うとい

う目標を安心して遂行できたのは、ソラびとプログラ

ムのおかげです。この場をお借りして皆様に深く感謝

申し上げます。私の留学生活は多くの方の支援あって

こそ成立したことを心に刻み、今後も日々の研究活動

を頑張っていきたいと思います。 

 
LEGI：グルノーブル大学のキャンパス内にあるこち

らの建物で研究を行いました。 

 
 
 
 
 
 



 8 

 
報告（航空学科創設 100 周年事業・航空宇宙研究教育支援基金ソラびとプログラム） 

ミュンヘンでの留学を終えて 
森 映樹（修士課程２年） 

 

この度、航空学科創設 100 周年事業・航空宇宙研

究教育支援基金ソラびとプログラムよりご支援をい

ただき、ドイツのミュンヘン工科大学へ留学に行く

ことができました。ここに深く感謝の意を表しま

す。初めての海外 1 人生活の中でたくさんの苦悩も

ありましたが、貴重な経験を得ることができまし

た。稚拙ながらその学生生活を報告させていただき

ます。 

私は 2022 年 10 月から 2023 年 9 月までの約一年間

ドイツのミュンヘン工科大学（Technische Universität 
München 通称：TUM）にて交換留学をしておりまし

た。ミュンヘンはドイツの南部に位置し、バイエル

ン州の州都です。ドイツの中でも 3 番目に大きな人

口規模を持つ都市で、アルプスも近く治安もよくと

ても豊かな街です。ドイツといえば、ビール、ソー

セージを思い浮かべると思いますが、バイエルンは

特にその文化が強くオクトーバフェスが開催される

街でもあります。歴史的にも、バイエルンはナチス

ドイツの活動拠点だったこともあり、街中にもその

面影を少し感じることができます。今では人権運動

のデモ抗議が行われている場所が、ヒトラーがかつ

て演説をしていた場所だったことが後でわかること

があり、歴史に触れている感覚を味わえます。また

工業が盛んな街でもあります。ドイツの中でも航空

宇宙産業が盛んな街で、例えばミュンヘンを本拠地

とする BMW は自動車メーカとして日本のトヨタや

ホンダなどと肩を並べる存在ですが、元々は飛行機

エンジンを製造する会社です。また民間ロケットを

製造するスタートアップや幾つもの航空機エンジン

企業が集まっています。 

私が通った TUM は、日本の東大にあたる大学

で、ドイツ国内でも人気が高く特に航空宇宙分野を

学べる大学として、数少ない大学のうちの一つで

す。日本と異なり、修士課程の学生は講義ベースの

授業スタイルで、日本の修士生活のように毎日研究

室に通い、時折授業を受ける形とは全く異なりまし

た。基本的には学部時代のように、授業をとり講義

を受けておりました。授業形態は主に二種類あり、

演習系と講義系があります。特に講義系は日本の授

業と大きく異なることなく、教授の説明を聞き、わ

からないことがあれば挙手の方式で質問ができま

す。日本と大きく異なるのは、どの授業も丁寧に教

えられ比較的わかりやすい点です。特に東大では、

東大生ならわかるよねと、行間を自分で読む必要が

あることが多く、さらに学生も学生で真面目な学生

は「やってやる」という人が多く、不真面目な学生

は諦めるため文句を直接言う人はいなかったと思い

ます。ドイツでは、不満や改善して欲しい点がある

と、しっかり意見する人が多く、またそれが理に適

っていれば意見が通ることが多く面白い経験でし

た。ただしルールや規則は絶対で、理に適っていて

も規則に従っていないと頑なに受け入れられないこ

とも多かったです（特に事務的な処理）。 

授業では通常の講義のほかに、民間の企業の方が

講師として開講される授業があり、アリアングルー

プというアリアンロケットの生産を行う企業の方の

話を聞く機会がありました。ロケットエンジンの仕

組みや、製造法などより実用に近いことを学びま

す。東大在学時にも卒業設計を通じて同様の内容を

既習しておりましが、視点が異なることから教えら

れる重点や範囲も若干異なります。特にミュンヘン

近郊では、ロケット燃焼室の冷却溝を制作してお

り、その作成法を勉強するだけでなく実際に工場で

見学できたことは貴重な体験でした。 

ドイツ語の授業ではドイツ人がおらず国際的な雰

囲気が楽しめました。ペアでディスカッションをす

る時間があり、アメリカ人の男の子と「食堂ではベ

ジタリアンやビーガンの食事だけを提供すべきだ」

と言うテーマで議論することになりました。自分は

語学の練習と割り切っていたのですが、彼は彼自身

がビーガンであることもあり、かなり情熱的に議論

してきました。自分も熱が入り、そうではない、こ

うではないと頑張って伝えましたが、結局言い負か

され終わりました。拙いドイツ語でも簡潔に明確に

意見を伝える彼に感服しながら、自分自身に不甲斐

なさも感じました。意見を伝えることは、もちろん

言語能力も必要ですが、精神的な面や慣れも必要だ

と強く感じました。 

私は授業と並行して、PHD の方につき、PHD の方

の研究を手伝う形で研究に携わっていました。その

ため修士の研究においては、教授の方と話す機会は

殆どなく、PHD の監督の下、今後の方針や質問を聞

くことになります。テーマに関してはメタン酸素ロ

ケットエンジンの燃焼室における CFD（数値流体計

算）のモデル改善とその実装を行いました。計算ベ

ースの研究であることから、ひたすらコンピュータ

と睨めっこし、うまくいかなければ PHD の監督に意

見を聞きます。この CFD 計算は計算量が非常に多

く、TUM にあるスーパーコンピューターを使って計

算を行いました。それでも必要な結果を求めるのに

一日丸々待たなくてはいけないことも多く、私はド

イツ語の教科書を片手に研究を行なっておりまし

た。時々研究室でピザパーティや映画観賞会があり

PHD の方のお誘いもあり何度か参加し、教授や他の

PHD の方とお話させていただく機会があり、日本の

研究室との違いを強く感じました。特に驚いたの
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は、教授はドイツ人の方ですが、他の学生は全員ド

イツ以外の国出身であったことです。また研究室内

の人間関係も割とドライで、ピザを食べ終えたり映

画を見終わると皆それぞれの仕事にすぐ戻る人が多

かったです。 

交換留学後、私はミュンヘン工科大学に再入学し

こちらの大学に残る決断をいたしました。様々な文

化の違いや、大学院生活や研究を経験しながら精神

的にも成長できたと感じております。改めてこのよ

うな機会に恵まれたこと、支援をしてくださったこ

とに感謝申し上げます。しばらくはドイツで生活す

ることになりますが、今後も日本の航空宇宙分野の

発展に寄与できるように精進してまいりたいと思っ

ております。 
 

週末、フランスにて趣味の自転車旅行中
 

 
報告（航空学科創設 100 周年事業・航空宇宙研究教育支援基金ソラびとプログラム） 

ドイツ ミュンヘン工科大学交換留学を終えて 
安福 亮（学部４年） 

 
私は 2022 年 10 月から 2023 年 3 月までの半年

間 、 ド イ ツ の ミ ュ ン ヘ ン 工 科 大 学  (TUM)  
Department of Aerospace and Geodesy Bachelor に交換

留学しました。この度、航空学科創設 100 周年事

業・航空宇宙研究教育支援基金ソラびとプログラ

ムに採択され、奨学金を受給したことにより交換

留学が実現したこと、深く感謝申し上げます。 
 
 大学入学以来、英語を勉強する対象としてでは

なく、実践的に第二言語というツールとして使う

こと、そして海外でのキャリアに興味があった私

にとって交換留学、そしてその実現を援助してい

ただけるソラびとプログラムは願ってもない絶好

の機会でした。実は以前、まだ前期教養にいたころ、

1 年生の春休みに短期留学プログラムに参加予定

だったのですが、コロナの流行によって中止とな

ってしまいました。今回、長いコロナ流行の時代後

やっと掴んだ海外渡航の機会となりました。 
 

 ミュンヘン工科大学での交換留学生活では、主に

以下の 3 つのことが得られました。 
1. 実践的なプロジェクトへの参画 
ミュンヘン工科大には WARR と呼ばれる大規模

な学生団体が存在し、Aerospace に興味のある学生

が各プロジェクトに取り組む意欲的なグループと

なっています。6 つのグループ（学生ロケット開発、

宇宙エレベータ検討、月ローバ検討 etc…）のうち、

私は MOVE プロジェクトという 1U の CubeSat プ
ロジェクトに参画しました。現在、MOVE プロジ

ェクトとして 3 機の 1UCubeSat を打ち上げており、

次機としてスペースデブリ検証をミッションとし

た 6U 衛星を 2025 年打ち上げ目標で開発している

状況です。 
私は軌道上で既に運用中の MOVE-II という 1U 衛

星の運用チーム (MCC) に参画し、CubeSat の衛星

をどのようなプロセスで運用・管理するのかとい

うところを、実際のプロジェクトに入り、衛星への

コマンド送信・ダウンリンクなどの実務に加え、修

士の学生（学生 MCC チームリーダー）からの直接

の OJT を通じて学びました。MOVE プロジェクト

は TUM Department of Aerospace と協働しており、

CubeSat の実際の開発については、多くの部分を

Aerospace の学科に所属する Prof. Walter 研究室の

External Researcher である Dr. Messmann からの助

言・指示を受けていました。個人的に MOVE-II プ
ロジェクトに関する研究テーマを彼から与えても

らったので、次項で説明したいと思います。 
 
2. 研究経験 
前述したとおり、1UCubeSat の運用チームに参画

しており、MOVE-II 衛星に関する研究テーマに取

り組んでいました。内容としては、衛星姿勢・軌道

の解析、モデリングです。姿勢制御装置として磁気

トルカーのみを持つ MOVE-II 衛星は、太陽光発電

の際の電磁誘導に因する磁気と地磁気の相互作用

により Spin Rate を増しており、Sun pointing と

detumbling によって回転をなんとか制御していま

した（衛星運用で実際にこれらのコマンドを頻繁

に送信していました）。しかし Spin Rate 増加のふる

まいとして単調増加することが直観的に予想され

るのに対して、実際の衛星データをプロットする

と Spin Rate は振動しながら増加していました。こ

の振動運動がなぜ起こるかがわからなかったため、

Simulink を用いて様々なシミュレーションを試す
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という研究テーマを与えてもらいました。形にな

るところまで研究を持っていくことは叶わなかっ

たのですが、実際の衛星ミッション・データに準拠

した研究テーマに従事させてもらうという貴重な

経験を得られました。 
 

3. 英語で生活・学業を行う環境 
交換留学の要の部分として、異なるバックグラウ

ンドを持った人々が集まる環境で学習・研究・プロ

ジェクト参画を実践するという環境があります。

異文化・言語下の環境に飛び込み、圧倒的なマイノ

リティとして日々を過ごすことは英語（だけでは

ない）コミュニケーション能力の向上にとって非

常に重要だと考えています。 
東大で航空宇宙の授業を受講し、航空宇宙分野

の学習を深めたタイミングだからこそ、東大以外

の、特に文化圏も言語も全く異なるという環境で

航空宇宙という軸を中心に学習・研究・プロジェク

ト参画などの活動を行うことで得られた知見はた

くさんありました。加えてドイツは世界で最も移

民を受け入れている国の一つであり、留学生や外

国人に対して open-minded であるという日本とは

対照的な特徴を持っているということも、新たな

価値観や考え方の違いに触れるという意味で、非

常に好環境だったと思います。こうした様々な活

動・経験を通して見えた新たな水平線、景色がたく

さんあり、「海外に出る」ということに対する認識

の解像度が格段に高まりました。 
 
また、衛星プロジェクトに従事することで、日常

会話（比較的簡単な語彙を用いた双方向コミュニ

ケーション）や講義（語彙は難しいが listening のみ

の一方向コミュニケーション）とはまた異なった、

「専門用語（高度な語彙）を用いた双方向のコミュ

ニケーション」の能力を鍛えることができました。

将来国際学会での発表や海外の研究者とのコミュ

ニケーションの機会が訪れたとき、この素養が非

常に役立つと考えています。 
 
改めて、この留学を通して得られたものは本当

にたくさんあり、かけがえのない貴重な経験とな

りました。海外でキャリアを形成するとはどのよ

うなものなのか、異文化理解とは、言語の壁を乗り

越えるコミュニケーションとは何か、たくさんの

ことを学ぶことができました。まさに私にとって、

海外に出るとはこういうことなんだよという知見

を与えてくれる、Heads up! な体験となりました。

これらの経験を血肉として、これからの航空宇宙

業界でのキャリアに活かしていきたいと思います。

ありがとうございました。 

ミュンヘン近郊 レーゲンスブルクという街にて 

 
 
報告（航空学科創設 100 周年事業・航空宇宙研究教育支援基金ソラびとプログラム） 

HASSE Space School を終えて 
足立 和司（修士課程２年） 

 
この度は、航空学科創設 100 周年事業・航空宇

宙研究教育支援基金ソラびとプログラムよりご支

援をいただき、8 月 20 日- 8 月 30 の期間中、ヒュ

ーストンへの短期留学に行くことができました。

ここに深く感謝の意を表します。学部生時代に新

型コロナウイルスの影響でアメリカへの交換留学

が中止になった経験があったため、4 年越しのリ

ベンジを達成することができました。  
私が参加した「Hasse Space School」は、NASA

下部組織である HASSE が提供しており、宇宙関

連の大学、企業を訪れることによる STEM 教育に

力を入れています。プログラムを通して得られた

知見を日本に持ち帰ること、そして自身の研究の

モチベーションに繋げる事を目的として参加しま

した。プログラムでは私を含め 9 人の様々な大

学・専攻（宇宙工学、物理学、芸術等）の日本学

生が参加していました。この 9 人が 3 チームに分

けられ、毎日与えられるタスクをこなすことでポ

イントを獲得し、最終日に最優秀チームを決める

というコンペティション形式による教育プログラ

ムとなっていました。これらのタスクには、英語

でのスピーチや、宇宙関連企業のプレゼン、新型

の宇宙機デザインなど多岐に渡り、毎日の施設訪

問の空き時間で準備する必要があったため、非常

に忙しかったですが、その分刺激的でした。以下

に、10 日間のスケジュールと、具体的な内容を示
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します。 
 Day1 – ヒューストン到着: 成田から台北を経

由してヒューストンに到着。初めての Tex-
Mex 料理と地元のビールを楽しみました。 

 Day2 – Opening: プログラムの詳細説明を受け

た後、Lone Star Flight Museum 訪問し、宇宙

や航空機の展示を見学した後、フライトシミ

ュレーターを体験しました。 
 Day3 – ヒューストン大学にて宇宙建築講義:

世界で唯一、宇宙建築に関する修士号を提供

している「The Sasakawa International Center 
for Space Architecture (SICSA)」を持つヒュー

ストン大学を訪問。Olga Bannova 教授からの

講義と新型月面ローバーのデザインを課題と

して受けました。また、夜には元 NASA 宇宙

飛行士である Leroy Chiao 博士による講演を

受けました。 
 Day4 – NASA ジョンソン宇宙センターVIP ツ

アー: 一般では入る事ができない様々な施設

を見学。訓練で実際に使用した宇宙服に触れ

たり、アポロ時代と ISS の両方のミッション

コントロールセンターを訪れるなど、様々な

体験をしました。 
 Day5 – ヒューストン自然科学博物館でシミ

ュレーション: ミッションコントロールシミ

ュレーターを使用して、月や火星への着陸を

シミュレートするアクティビティに参加しま

した。 
 Day6 –型月面ローバーデザインコンペ: 私た

ちのチームは日本の鉄道システムにインスパ

イアされた「Lunar-Dual Mode Vehicle(L-
DMV)」コンセプトの月面ローバーを提案。

未来的過ぎるという観点から順位は残念なが

ら 2 位となりました。 
 Day7 – ライス大学での講義: NASA との深い

関係を持つライス大学での講義。CFD 研究の

権威である Tayfun Tezduyar 教授の講義を受け

ました。 
 Day8 – SpaceX StarBase の訪問: SpaceX 保有の

Starbase を訪問。Starships、Super Heavy を実

際に目の当たりにしました。 
 Day9 – Ad Astra 社訪問: プラズマ推進エンジ

ン技術の先駆者として知られる Ad Astra 社

で、技術的な説明やビジネス的な展望につい

て学びました。 
 Day10 – Closing: チーム全体の順位は残念な

がら 2 位となりましたが、非常に大きな達成

感を感じました。 
 

これらの経験を通して得た学びと、日本の航空

宇宙教育への提案を以下に示します。 
① コンペ形式の授業の重要性: コンペ形式のプ

ログラムを通して、チームマネジメント能力

の必要性を感じました。技術的な知識は重要

ですが、メンバーの適切な役割への割り当

て、タイムマネジメント、ゴールの設定など

のチームビルディング能力は、特にチームで

複雑なシステムを作り上げる航空宇宙分野で

は重要です。日本の教育では座学や設計など

が個人レベルで完結しており、チームビルデ

ィングの経験が足りないのではないかと感じ

ました。よって、日本でも学生をチームに分

け、順位をつけて競わせるようなコンペ形式

の授業を行うことで、次の 100 年を担う学生

を育て上げる事ができるのではないかと考え

ています。 
② 宇宙コミュニティの強化: NASA では、大勢の

学生や子供たちが、アポロ時代の宇宙飛行士

達や、宇宙機の設計にまつわる感動的なエピ

ソードを見て目を輝かせていました。こうし

た宇宙にインスパイアされた大勢の子供がア

メリカの宇宙開発に引き寄せられている事を

考えると、アメリカの宇宙コミュニティの大

きさと熱意に納得がいきました。日本でも、

一般の方、特に次世代の子供たちへのアウト

リーチを強化するべきであると感じました。

技術的な紹介だけではなく、開発の裏に隠れ

た人の想いや、エピソードなど、感情的に影

響を与えるような、例えば映像等による広報

や教育が、日本ではもっと必要なのではない

かと考えています。 

この経験を踏まえて、今後の自分の研究をより

良いものにしていくと共に、日本の航空宇宙業界

にインパクトを与えられるような活動を行なって

いきたいと考えています。 
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報告（航空学科創設 100 周年事業・航空宇宙研究教育支援基金ソラびとプログラム） 

ドイツ・シュツットガルト大短期留学を終えて 
森合 勲武（博士課程１年） 

 
このたび、東京大学航空学科創設 100 周年事業・

航空宇宙研究教育支援基金よりご支援をいただき、

2023 年の 10 月から 11 月にかけてドイツのシュツ

ットガルト大に留学することができました。ここ

に深く感謝の意を表します。短期ではありました

が、異国の地で研究を行い非常に有意義な時間を

過ごすことができました。本稿では、シュツットガ

ルト大での研究生活について報告いたします。 
 シュツットガルトはドイツ南西部のバーデン・

ヴュルテンベルク州の州都で、ポルシェやメルセ

デスベンツの本社があることで有名な工業都市で

す。街の公共交通機関も 2015 年から一新されてい

るようで、交通網が非常に発達しています。シュツ

ットガルト大学の工学系キャンパスは市街地から

電車で 15 分ほど離れた場所にあり、自然豊かで静

かな、東京大学柏キャンパスを思わせるような雰

囲気のキャンパスでした。私はこのキャンパスの

Stefanos Fasoulos 教授（宇宙システム専攻専攻長）

の下で 1 か月弱ほど滞在し、研究を行いました。こ

ちらの研究室では、Georg Herdrich 教授とともに宇

宙推進技術に関する数多くの研究テーマ（PPT、
MPD、無電極推進など）を取り扱っています。 
滞在中、私はその中の水推進機研究チームで活

動しました。シュツットガルトの水推進チームで

は液体の水を小型衛星に搭載し、水を電気分解に

より水素ガスと酸素ガスを発生させ化学反応に伴

う圧力上昇により推力を生成する水電気分解推進

機を開発しています。私は日本で、小型深宇宙探査

機 EQUULEUS プロジェクトの推進系である水レ

ジストジェット（AQUARIUS）の運用チームで学生

PI を務めていたこともあり、同じ推進剤を用いた

他の推進機に興味があったため、このチームで研

究することにしました。水電気分解推進機は、

AQUARIUS と比較して推力の大きさや推力発生原

理など多くの面が異なる一方で、水貯蔵の仕方や

パルス的な運用方法など共通している部分もあり

ました。さらに、水電気分解推進機は開発フェーズ、

AQUARIUS は運用フェーズとフェーズも異なって

いるため、それぞれの推進機についての議論を通

して、お互いに多くの知見を得ることができまし

た。滞在が短期間であったため、がっつり手を動か

して実験するというようなことはできませんでし

たが、実物を見て学びシステムを評価し、私の所属

する小泉研究室で取り組んでいる他の水推進機と

のシステム比較を行うことを通して、それぞれの

推進機の強みや弱みを定量的に評価しお互いに学

びを深めることができました。また、今回の私の滞

在をきっかけとして、シュツットガルトの学部学

生を共同で指導しないかという一種の共同研究の

ような話が進みつつあります。日本とドイツで

別々で研究しながらも、こうして交わることで新

たな価値が創出されるということ、すなわち国際

協働の持つ力を身を以て体感した滞在でした。 
シュツットガルトでは水電気分解推進機チーム

のほかに、ハイブリッドロケットを開発する学生

チームや、衛星運用（EIVE）の現場を訪問する機会

がありました。シュツットガルトの他にも、ミュン

ヘン工科大学、DLR（German Aerospace Center）、チ

ューリッヒ応用科学大学などを訪問する機会にも

恵まれました。やはり実物を目の前にして直接議

論することは、インターネットでただ眺めるより

も入ってくる情報量が全然違うと実感しました。 
シュツットガルトでは、ほかの日本人に会う機

会はほとんどありませんでしたが、唯一お会いし

たのは 2023 年に東大を定年退職され、現在シュツ

ットガルト大と同じキャンパスのマックス・プラ

ンク研究所に勤務されている鹿野田先生です。鹿

野田先生は日本とドイツの違いで驚いたことにつ

いて、一般的に実験装置の規模がドイツの方が大

きいこと、そして研究費を得るのに申請書を出す

必要がほとんどないことをあげておられていまし

た。私が見学した限りでも、確かにドイツの真空チ

ャンバの大きさや数は東大のそれを圧倒しており、

計測装置やシステムが大規模でした。一方で、大規

模であるがゆえに手を加えづらく、何十年も同じ

装置を使用しており、カスタマイズ性に欠けると

いう点も滞在中に見受けられました。 
日本とドイツでの博士課程の在り方の違いも大

きく感じました。ドイツでは、博士の学位を取得す

るのに修士取得後おおよそ 5 年はかかるものとさ

れています。博士学生一人につき企業とのプロジ

ェクトを複数抱えていたり、学部生や修士学生を

指導する責任が生じていたり、授業を行ったりと

多忙なことが原因の一つといえるかと思います。

一方で、日本よりも収入や社会的地位も高いです。 
このように日本とドイツでは様々な点でたくさ

ん異なる点があるということを感じた滞在でした。

また実際に生活をしてみて、どちらが良い・悪いと

いうものではなく、ただ違うということなのだと

認識しました。大事なのは、たくさんの違いがある

中で自分にとってより良い形を模索し、現状に満

足することなく考え続けていくことなのかなと思

います。今回の滞在を通して、より広い視野、他分

野の知見、人とのつながりなどたくさんのものを
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得ることができました。当初は自分が通用するの

か多少不安に思ったこともありましたが、英語含

めスムーズに共同で研究を進めることができ、自

分により自信を持つことができるようになったか

と思います。この滞在は自分の将来の選択肢の幅

を広げてくれた機会となりました。今回の経験を

糧にしつつこれからの研究生活に還元し、今後も

ますます精進していければと思っております。 

 
同じ研究室の学生およびスタッフと、ドイツの伝

統的なスタイルの飲み屋にて（筆者は右列の奥か

ら 2 番目）。ほぼ全員が推進系の博士学生。 
 
 

 
報告 

学生と OB/OG の交流会を開催 
小西健太（平成 16/3. システム学コース）、青塚瑞穂（平成 8/3. 推進学コース） 

 
昨年度に引き続き、学生の皆さんと OB/OG の交流

会を工学部７号館の教室をお借りして開催した。各企

業が開催する説明会がオンライン化される中、学生の

皆さんにとって、様々な業種で活躍する学科の先輩と

対面で直接交流することで、視野を拡げつつ将来のこ

とをより深く考えるきっかけになることを目指した。

概要は以下の通り。 
 

・開催日時：2024 年 2 月 9 日（金） 13:00 – 18:00 
・参加人数：学生と OB/OG あわせて約 50 名 
・参加企業（18 社）：経済産業省、フジキン、JR 東海、

日産自動車、川崎重工業、NEC、JAXA、本田技研工

業、インターステラテクノロジズ、ファナック、

SUBARU、櫻護謨、三菱重工業、三菱電機、IHI、日立

製作所、アストロスケール、荏原製作所 （順不同） 
・構成：全体を三部に分けて、各部冒頭にて簡単な企

業紹介をした上で、個別セッションでは各ブースにて

より詳しい説明を行った。昨年度に対して、学生の動

線や進行を工夫して、個別セッションの時間を長く設

定した。また、最後に立食形式の懇親会を設け、参加

者同士の交流をさらに深めた。 
 
参加した学生さんからは「今までに全く話を聞いた

ことのない業種を知るきっかけとなり、将来の選択肢

が拡がった」「個別セッションでじっくりと話ができ

た」といった感想が寄せられた。OB/OG からも「学

科の直接の後輩と対面で話せる貴重な機会であり、ぜ

ひ今後も続けるべき」といった前向きなコメントがあ

った。次年度も、学生および OB/OG の双方にとって、

より良い交流会になるように、参加者から出た意見を

さらに反映させた上で開催する。（次年度幹事は三菱

電機と本田技研工業） 

 
全体セッション 

 

 
個別セッション 

 
 
 

 



 14 

 
 

航空宇宙会からのお知らせ 
 
（１）航空宇宙会総会および講演会のお知らせ 
 対面で開催致しますので、ご参加の程お願い申し上

げます。 

１. 日時：2024 年 6 月 29 日（土）14 時開会 
 

２. 会場：東京大学武田ホール 
〒113-0032 東京都文京区弥生 2-11-16 
東京大学浅野地区・武田先端知ビル 5 階 
（下記 URL の地図をご参照下さい。） 
http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html 
（右はこの URL の QRコー

ド） 
 
 
 
 
 

３. 講演会：14 時～15 時 30 分 
演題「カーボンニュートラルに向けた航空の取り

組みと水素航空機の可能性について」 
李家 賢一 氏（東京大学 大学院工学系研究科 航
空宇宙工学専攻 教授, 昭和 57/3, 航空工学専修） 
 

４．総会：16 時開会 
 
５．懇親会：講演会に引き続き開催   

会費 ¥5,000（学生 ¥1,000）会場にて受付 
 

６. 参加申込：航空宇宙会 HP よりお申込みください。 
http://www.aerospace.t.u-tokyo.ac.jp/alumni/ 
（右はこの URL の QR コー

ド）（あるいは FAX: 03-5841-
8560 にて） 

 
 
 
 
（２）会費について 
 「航空宇宙会会費・通信費」として年額 1,000 円を

お願いしております。同封の会費振込用紙でお振込下

さい。必要事項（氏名、卒業年月、変更あれば新住所、

封筒ラベル下段整理番号）も併せてお知らせ下さい。

ゆうちょダイレクトもご利用いただけます。 
00150-1-55763 航空会（註：旧称継続） 

よろしくお願い申し上げます。なお、卒業後 55 年以

上（本年は昭和 44 年卒以前）の方は無料です。 
 

（３）航空学科創設 100 周年事業・航空宇宙研究教育

支援基金  

 
航空宇宙会ホームページをご

参照ください。ご協力をお願い

致します。東大基金ホームペー

ジ か ら 振 込 頂 け ま す 。
https://utf.u-
tokyo.ac.jp/project/pjt113 
（右はこのURLのQRコード） 
 
（４）クラス会のお知らせ 
 本年度のＮクラス会、卒業後 2 年目のクラス会をお

願いしている幹事は以下の通り（敬称略）です。せっ

かくの機会ですので、同期の皆様にお声掛け下さい。 
 
＜昭和 39 年卒クラス会＞ 
梶 昭次郎 
 
＜昭和 44 年卒クラス会＞ 
長島 利夫、小野田 淳次郎 
 
＜昭和 49 年卒クラス会＞ 
今城 実、中道 二郎、藤井 孝藏 
 
＜昭和 54 年卒クラス会＞ 
春日 一仁、巽 重文、中村 泰 
 
＜昭和 59 年卒クラス会＞ 
津江 光洋 
 
＜平成元年卒クラス会＞ 
近藤 隆、筒井 史哉、中野 英一郎 
 
＜平成 6 年卒クラス会＞ 
二宮 哲次郎、矢入 健久 
 
＜平成 11 年卒クラス会＞ 
中谷 辰爾、横関 智弘 
 
＜平成 16 年卒クラス会＞ 
牛尾 正人 
 
＜平成 21 年卒クラス会＞ 
調整中 
 

世界に羽ばたく「ソラびと」を育てよう 
次の 100 年を牽引する優秀な学生および若手

研究者の海外武者修行のために、渡航費や滞在

費等を支給する基金です。 

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html
http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html
http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html
http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html
http://www.aerospace.t.u-tokyo.ac.jp/alumni/
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt113
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt113
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＜平成 26 年卒クラス会＞ 
柳沼 和也 
 
＜平成 31 年卒クラス会＞ 
井澤 壮太 
 
＜令和 4 年卒クラス会（卒業後 2 年目）＞ 
馬場 一郎、関根 啓貴    
 
事務局の不手際により、ここ数年、卒業年が平成 22

年以降のクラス会開催年にずれが生じておりました。

今回、事務局が把握している範囲で修正を行ったため、

２年連続で掲載させて頂いている学年があります。ま

た、今後の掲載間隔が１年ずれるケースも生じると思

いますが、どうかご了承頂ければ幸いです。謹んでお

詫び申し上げます。 
 
（５）クラス会報告 
 
＜平成２０年卒 クラス会報告 2023 年＞ 

幹事：梅澤 啓佑、月﨑 竜童 

卒業 15 年目の同窓会を 10/15（土）12 時半から東

京駅八重洲口の常陸野ブルーイング東京八重洲店で

行いました。17 名が実参加し、途中スタンフォード大

で助教を務める原健太郎さんと出張中の田中利樹さ

んがオンラインで飛び入り参加し大いに盛り上がり

ました。30 代後半でキャリアを重ねるメンバーは、

JAXA や経産省などの官公庁、重工などの製造業、商

社、金融、広告代理店など多岐にわたり、互いの活躍

に刺激を受け、あっというまに 2 時間が過ぎました。

次回は 2028年の開催を予定しています。 
 

 
 
 
 
 

 
 
＜訃報＞ 
謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上

げます（敬称略）。 
 

永井 芳治 Ⅱ.原 昭 19. 9 

永弘 太郎 Ⅱ.機 昭 20. 9 

金田 安雄 Ⅰ.応 昭 21. 9 

志村 元 Ⅱ.原 昭 22. 9 

塩入 淳平 Ⅱ.物 昭 23. 3 

岩崎 茂夫 Ⅰ.応 昭 23. 3 

嘉数 由之 Ⅱ.物 昭 23. 3 

赤羽 賢司 Ⅱ.物 昭 26. 3 

依光 和夫 Ⅰ.応 昭 27. 3 

石井 孝雄 航 昭 31. 3 

木津 龍平 航 昭 38.3 

小柳 晴生 航 昭 40. 3 

中井 誠一 原 昭 41. 3 

今度 史昭 航 昭 43. 3 

酒井 正孝 航 昭 43. 3 

前田 勲男 宇 昭 43. 3 
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航空宇宙会だより発送の終了と TFT 登録のお願い 
 
 これまで航空宇宙会だよりは、Web での公開とともに紙面に印刷したものを会員の皆

様に発送させて頂いておりました。しかし、近年高まりつつある環境への配慮から、紙面

に印刷したものの発送を原則今回限りで終了させて頂く予定であります。ポストに航空宇

宙会だよりが届くのを楽しみにしてくださっている会員の皆様には大変申し訳ありませ

んが、今後は Web ページ（https://www.aerospace.t.u-tokyo.ac.jp/alumni/）（右はこの URL の

QR コード）の方からダウンロードしてお読み頂ければ幸いです。紙面に印刷したものの

送付を御希望の方は、航空宇宙会事務局までメールで御連絡ください。 
 また、航空宇宙会は東京大学校友会に登録されている同窓会になります。そのため TFT（東京大学オンライ

ンコミュニティ）に会員の皆様のメールアドレスを登録して頂き、所属同窓会として航空宇宙会をご指定頂け

ると、航空宇宙会事務局からの航空宇宙会だよりの公開や総会・講演会の連絡をメールで受け取ることができ

ます。登録がまだの会員の皆様におかれましては、下記を参考にこの機会に是非ご登録頂ければ幸甚です。ど

うかよろしくお願い致します。 
 
1. TFT アカウントの作成 

TFT のアカウントをお持ちでない方は、 
TFT（東京大学オンラインコミュニティ） 
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/alumni/tft/（右はこの URL の QR コード） 
にアクセスし、TFT のアカウントを新規に作成されてください。 
アカウントを持っているか御確認されたい場合の連絡先も上記のページに記載されています（メールア

ドレスのリンクがあります） 
 

2. 登録情報の更新 
① アカウントを作成しましたら（またはアカウントをお持ちの方は）上記のページから TFT にログイ

ンしてください。 
② ログイン後のトップページ（TFT ホーム）で右上のメニューボタン（白の横線３本のボタン）をクリ

ック⇒「登録情報と変更」をクリックします。 
③ 画面が切り替わったら、一番下の「登録情報を変更する」をクリックします（トップページの一番下

の「登録情報を変更する」というボタンをクリックしても同じです） 
④ メールアドレスやその他の情報の更新をお願い致します。 
⑤ 下の方に「所属同窓会」を選択する部分があるので「学部・学科同窓会」⇒「航空宇宙会」（2024/2/16

現在下から６番目）を選択し、「登録情報を変更する」をクリックしてください（ご自身の TFT 情報

に航空宇宙会を紐付けする操作です） 
⑥ 内容確認の上、再度一番下の「登録情報を変更する」をクリックして更新を完了してください。 

 
3. 開示情報の設定 

① 再びトップページ（TFT ホーム）で右上のメニューボタン（白の横線３本のボタン）をクリック⇒

「開示情報の設定」をクリックします。 
② 画面が切り替わったら、下の方の「同窓会への情報開示」で、「卒年」・「学部・研究科等」・「学科・

専攻」・「E-mail アドレス」の「開示」を選択し「設定を保存」を クリックしてください。 
③ 内容確認の上、再度一番下の「設定を保存する」をクリックして更新を完了してください。 

 「E-mail アドレス」を「開示」して頂かないと、航空宇宙会事務局からメールをお送りすること

ができません。 
 「卒年」・「学部・研究科等」・「学科・専攻」を「開示」して頂かないと、航空宇宙会事務局の方

で皆様が航空宇宙工学科を卒業、または、航空宇宙工学専攻を修了されたか確認することがで

きないため、皆様の TFT アカウントを航空宇宙会に紐づけられない場合があります。 
 

TFT に関して御不明な点がありましたら、下記にお問い合わせください。  
社会連携本部卒業生部門 福味 [2024 年 3 月まで]（tft.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp） 
社会連携本部卒業生部門・チーム 庄司・鈴木 [2024 年 4 月から]（tft.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp） 

 
編集担当：西成 活裕（平成 2/3. 航空工学専修）柳澤 大地（平成 18/3. システム学コース） 

https://www.aerospace.t.u-tokyo.ac.jp/alumni/
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/alumni/tft/
mailto:tft.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
mailto:tft.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
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